
第 3 章 写真で見る 10～15 年

17

第 3 章 写真で見る 10～15 年

記念式典次第     
総合司会：上前 忠幸 副実行委員長

         

1. 長谷川会長挨拶

    2. 橋口実行委員長より「創立10年」の経過報告

    3. 来賓あいさつ

公益社団法人神奈川県放射線技師会

大内 幸敏会長（代理 田島隆人副会長）    

日本画像システム工業会経済部

                    野口 雄司 部会長

            前神奈川県会議員  

            合原 康行氏   

4. 記念講演

「復興6年！東日本大震災被災地を訪ねる」

                            司 会 長谷川 武

         報告者 福田 利雄

5. 放談会

            「これからの放友会活動を語る」     司 会 早瀬 武雄

6. 閉会の言葉

                      小松崎眞一 副実行委員長・副会長

出席者  25名

柳生 博 ・ 加藤 功 ・ 松枝 由美

氏家 盛通 ・ 星野 光雄 ・ 阿蘇 久

中島 義人 ・ 宮原 新吾 ・ 齋藤 荘繁

合原 康行 ・ 菊田 晴代 ・ 田島 隆人

野口 雄司 ・ 長谷川 武 ・ 橋口 邦紘

小松崎眞一 ・ 中村 豊 ・ 橘  亨

上前 忠幸 ・ 櫻田 晃 ・ 福田 利雄

小嶋 昌光 ・ 仙臺真紀夫 ・ 本田 義和

早瀬 武雄

田島県技師会副会長長谷川 会長

創立 10 周年記念式典 報告  Newsletter 第 41 号

参加者全員で「息を吸って…」（笑）

野口 JIRA 経済部会長 記念講演中の福田さん
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詳細は プラチナ美容塾で検索               松枝 由美 （会員番号 73）

東京都女性活躍推進大賞 授賞式にて

管理栄養士の仕事について Newsletter 第 43 号  

菊田 晴代 （会員番号 14）   

女子中学生の声！ 「放射能はうつりません」 ・・ Newsletter第43号

平成29 年度秦野市人権擁護委員会人権に関わる作文最優秀賞・・

福田 利雄 （会員番号 11）

私が、秦野南中学校１年生根本さんの作文を読む機会を得る事が出来たのは、自慢になるかもしれませんが、

秦野南中学校２年になる私の孫が、秦野市人権擁護委員会が募集した人権に関する作文にて最優秀賞を受けた

事による。９校５５８編の作文が寄せられ３編が最優秀賞を受け、根本さんの作文も最優秀賞を受けた１編で

ある。 その内容は、まさに我が神奈川県放射線友の会（神奈川 放友会）が目標として活動しているものであ

る。 福島原発事故に関連する「風評被害」と「いじめ」は、震災から７年経過した現在においても問題となっ

ている。 １月１４日の読売新聞社説にも、この問題が取り上げら れ、福島の風評被害、いじめ対策として、

復興庁の基本 方針として「放射線への正しい理解を広める」事が戦略 の一つとして述べられている。女子中

学生の「いじめ」と「風評被害」への強い想い、我々の活動を後押ししてくれている様に思われます。

                               

私は、管理栄養士の仕事に就いています。

皆さんは管理栄養士がどこにいて、何をしているのかご存知でしょうか。

管理栄養士の仕事は多岐にわたっています。病院や薬局での栄養相談、地域での訪問栄養指導、

また学校や会社などでの集団給食、さらには学校の教員、役所などで地域保健に携わる行政の栄養

士、その他諸々です。

NPO 法人プラチナ美容塾の活動で元気に！ Newsletter 第 42 号
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東京電力福島第一・第二原子力発電所見学と

富岡町役場表敬訪問の記録

平成 31 年度 神奈川県放射線友の会総会・放談会報告

廃炉コミュニケーションセンター課長の概要説明

Newsletter 第 44 号

Newsletter第46号

富岡町役場会議室にて

開会の挨拶をする長谷川会長 （公益社団法人）神奈川県放射線技師会

大内 幸敏会長挨拶
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見学イベント詳報

令和元年8月17日のJAXA宇宙科学研究所と相模原市立博物館見学は酷暑の夏の日であった。

参加者16名は

「神奈川放友会アンケート調査」

構想委員会にてアンケート調査に関する検討を開始したのは2019 年8 月を過ぎてからである。

少子高齢化、2025年問題、超高齢化社会での本会の活動、課題は何か・・検討資料として「老人クラブ、お年

寄り増えても会員減」という記事等を構想委員会の委員に紹介し多くの意見を頂いた。構想委員会の目標とし

て「魅力ある神奈川放友会つくり」「仲間（会員）を増やす」を定め、各委員の意見を基に、目標達成に向け

たアンケート調査票の作成に着手した。

会員の年齢層は 30 代から 80 代と年齢巾が広い。年齢世代別（5 歳毎）での回答・意見の相違、要望も調査

分析の一つとした。回答に関する手間・負担を少なくする目的で、設問に対する回答は「チェック☑」で済む

ようにした。

調査内容

下記項目を調査内容として検討し、アンケート調査票を作成した。

   ① 会員の多くが高齢者である事を第一に想定する

・自分・配偶者の健康・病気に対する不安

・介護（老老介護、確認介護、心身疲労）

・生活のための収入（年金）に対する不安

   ② 会員の日常生活、本会に期待する事は何か

     ・生きがいを感じているか

     ・サークル活動に参加しているか

・日常生活について（仕事、趣味、ボランテイア・・）

     ・地域社会に貢献する活動（放射線への理解を求める）

   ③ 神奈川放友会の活動に関して

     ・入会した経緯について

・本会活動評価満足度（Newsletter、HP）

・企画された活動への参加意識

Newsletter第50号

Newsletter第49号

JAXA 宇宙科学研究所と相模原市立博物館見学記

JAXA宇宙科学研究所見学

魅力ある会

神奈川放友会活動のため、

皆さんの意見を

    お聞かせください。
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・2020年度活動計画（案）の広報と参加意識

   ④ 創立15周年記念大会開催について

   ⑤ 神奈川放友会への要望および意見

アンケート調査票

作成した調査票（案）を委員会にて検討し修正を加えた。最終案は 2019 年 12 月 14 日開催の理事会で審議

承認され、12 月19日神放技事務所にて、最終校正を行い印刷した。発送に関しては、Newsletter と同封で副

会長（総務担当）に全てをお願いした。

アンケート調査返信用封筒には様々な記念切手が貼ってあり、必ず返信して欲しい、という強い思いが込め

られており、回答率に大きく寄与したものと思われた。発送担当の副会長に、感謝！感謝です。

実施期間    2020 年 1 月1 日～1 月 31日（1 ケ月）

調査対象   神奈川放友会会員 63名    回答率  63.5 %  （ 40  /  63 ）

「アンケート調査結果」

調査結果については、「神奈川県放射線友の会活動に関する アンケート調査集計報告」に詳細報告してお

ります。

感想として、多くの会員が日常生活において「生きがい」を感じており、趣味やサークル活動に参加されて

いた。

これまでの本会活動には満足しているという意見も多かった。また、これからの高齢化社会に対し不安を抱

いている項目も共通する点が多いことも分かった。調査結果の情報がヒントになり皆さんの日常生活の生きが

いに役立てばと思います。魅力ある神奈川放友会発展のため、皆様の意見を詳細に分析し検討して行きたいと

思っております。

メール：kanagawahyuh2009@jcom.zaq.ne.jp

Newsletter第57号

Newsletter第53号

（250m調査坑道で参加者の記念写真）（「ゆめ地創館」平成19年6月30日開館）

ホヤ水をたっぷり含んだ新鮮なホヤ
ホヤの刺身

幌延深地層研究センターの見学に参加 印象記
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養殖サバが人気   

最近は養殖魚が増えており、ハマチやタイ等は一般家庭の食卓迄届いています。養殖魚については関心

をもっていましたが、昼の NHK テレビ「食材紹介」で、鳥取県の「お嬢サバ」が取り上げられており、

ブランド化されたサバのお刺身が人気だという「サバの養殖」を知りました。

大衆魚である「サバが養殖されている！？」ことを知り、「農漁が食を変える」時代を学ぼうと、海水

魚の養殖を調べてみました。その中の一つ「サバの養殖」で、サバを生で食べられる高級食材サバを知っ

たので紹介します。

「『原子力発電廃棄物の最終処分を考える』 －知り・学び・考える－」

の冊子を基にした 横浜市磯子区の地域住民との対話が実現!!

第 60回 シルバー男の談話室 講演会

2022年（令和4年）8月1日（月） 9：30 ～ 12：15 上中里自治会館

人工物を組み合わせた多重バリア

システム（ガラス固化体サンプル

＋オーバーバック＋緩衝材）

Newsletter第58号

Newsletter第60号




